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１． 研究計画の概要 
 
(1)研究目的: 北欧 4カ国（スウェーデン、デ
ンマーク、ノルウェー、フィンランド）を研
究対象とし、各国の高齢者介護システムの多
様性を示し、①各国の歴史文化、②政治動向、
③介護政策の視点から、その多様性の要因を
比較分析し、明らかにする。 
 
(2)研究計画：上記目的の達成に向けて、以
下の４点を明らかにするための研究計画を
実施している。①北欧４カ国の高齢者介護シ
ステムを明らかにする。②北欧４カ国の高齢
者介護をめぐる民間セクターの状況（主に市
場機能、家族機能、市民セクターに焦点をあ
てて）明らかにする。③北欧４カ国の高齢者
介護の多様性を総括する。④多様性の要因に
ついて文化および歴史的視点、政治的視点、
介護政策的視点から分析し、明らかにする。 
  
２．研究の進捗状況 
 
(1)定期的な研究会の継続（年３～５回） 

定期的な研究会では①研究成果の確認、②研

究計画の確認、③現地調査の打合せ、④学会

発表、論文発表の計画確認を行っている。 

 

(2)現地調査および資料収集（年１～２回） 

各自の計画に合わせて、北欧諸国での現地調

査および資料収集を実施した。2008年度には

オスロ（ノルウェー）、スベンボー（デンマ

ーク）でホームヘルプサービスのシステムと

最新動向についてヒアリングを行った。オス

ロでは海外共同研究者の安倍オースタッド玲

子教授（オスロ大学）の協力を得た。 

2009年度にはトロムソ、ナルヴィーク、ロ

フォーテン諸島（いずれもノルウェー）で北

極圏にある小規模自治体で介護システムに関

するヒアリング調査を実施した。 

2010年度にはヴェクショー（スウェーデン

）、ヘルシンキ（フィンランド）で介護サー

ビスの最新動向についてヒアリングを行った

。ヘルシンキでは山田真知子氏（ヘルシンキ

大学）の協力を得た。またサンクトぺテルブ

ルグ（ロシア）、ビュ―ボー（ロシア（カレ

リア地方の旧フィンランド領）を訪問し、現

地研究者との研究交流を通じて歴史的資料を

収集した。コペンハーゲンで開催されたデン

マーク国立社会研究センター国際会議（2010

年6月21－23日）に出席し、海外研究協力者で

あるセべヘリ氏（ストックホルム大学）、ク

リステンセン氏（ベルゲン大学）の研究報告

を聞き、同氏らと今後の研究調査についての

意見交換を行った。 

 
(3)海外共同研究者の招聘 
 2008 年度に安倍オースタッド玲子氏（オス
ロ大学）、2009 年度にマルタ・セべヘリ氏（ス
トックホルム大学）、山田真知子氏（ヘルシ
ンキ大学）を招聘し、現地調査の打合せおよ
び情報提供を受けた。 
 
(4) 「ホームヘルプに関する国際比較調査」
の予備調査実施 
豊中市内の介護サービス事業者の協力を

得て、ホームヘルパー約 50 人を対象に、セ
べヘリ氏らが７カ国を対象に実施した調査



と同じ質問票を用いて、アンケート調査を実
施した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
 進捗状況に整理してきたように、本研究は
海外共同研究者の都合等で、内容に若干の変
更もあったが、おおむね計画通り進んでいる。 

研究成果の公表についても、主なものだけ
で雑誌論文６件、学会発表５件、図書２件の
研究成果を出している。特に英語による図書
の出版（図書②）により、海外共同研究者と
の研究交流が進み、またネットワークが広が
るきっかけになっている。北ヨーロッパ学会
（学会発表①④⑤）、日本社会福祉学会（学
会発表②③）での発表は、北欧の高齢者介護
研究において、北欧諸国間の比較研究といる
新たな視点を提示する事ができた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
 2011 年度は本研究の最終年度にあたるの
でこれまでの研究成果を総括する。各研究者
はまとめの作業（現地調査を含む）を行い、
4 年間の研究成果の総括ペーパーを作成する。 
これは今後、出版に向けて編集をしていく予
定である。 

また斉藤（研究代表者）は 2011 年 9 月末
から 9カ月間、ストックホルム大学に滞在し
研究を行う予定である。海外共同研究者との
連携を強化し、本研究の発展的継続を視野に
いれた計画を考え、次期の科研費補助金への
応募に備える。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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